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膜を純チタンディ スク上に付与し，その殺菌性を in vitro にて評価することが本研
究の目的であった． 
材料と方法：アルミ ナサンドブラスト 処理後の直径 8 mm，厚さ 1.5mm の純チタンディ
スク（純度 99.9%）上に，PSII 法にて二酸化チタン薄膜を付与した．873 K での熱処
理を 1 時間行った後，結晶構造を X 線回折(XRD)パターンにより評価した．光触媒活
性の有無の判定は，10 ppm メチレンブルー水溶液の脱色試験により 行われた． 
Actinobacillus actinomycetemcomitans ATCC 10953，Fusobacterium nucleatum HK921
を嫌気的条件で培養し，滅菌蒸留水を用いて 1.0 x 106 cell/ml の濃度の懸濁液を調
製した．それぞれ 50 �l の懸濁液をディ スク上に乗せ，嫌気的環境でピーク波長 352 
nm，強度 0.5 mW/cm2の長波長紫外線(UV-A)照射を３時間行い，各懸濁液中の生菌数を










ンプラント の開発に有効であることが示唆されたが，光照射時間および UV-A の為害
性の観点からは臨床応用に際して問題が残されている． 
 
  
